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レ
ン
コ
ン
生
産
者
研
修
会
を
開
催

　

令
和
二
年
二
月
一
八
日
、
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
レ
ン
コ
ン
生
産
者
研
修
会
」
を
開

催
し
、
レ
ン
コ
ン
生
産
者
や
関
係
機
関
な
ど
、
約

一
三
○
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
レ
ン
コ
ン
生
産
者
研

修
会
は
、
主
に
土
浦
地
域
の
生
産
者
を
対
象
に
、
普

及
セ
ン
タ
ー
が
隔
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
内
容
は
、
九
州
大
学
大
学
院
の
尾
崎

行
生
教
授
を
招
き
、「
レ
ン
コ
ン
の
根
茎
肥
大
と
日
長

と
の
関
係
」
と
題
し
て
レ
ン
コ
ン
の
生
理
や
生
態
に

関
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
の
各
研
究
所
の
研
究
員
か
ら
、「
環
境

負
荷
の
少
な
い
レ
ン
コ
ン
の
効
率
的
な
施
肥
と
土
づ

く
り
」「
レ
ン
コ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
関
わ
る
研

究
の
取
り
組
み
～
長
期
輸
送
技
術
・
機
能
性
成
分
の

評
価
・
品
種
識
別
技
術
の
活
用
～
」
に
つ
い
て
、
最

新
の
研
究
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
、
レ
ン
コ
ン
の
生
育
と
温
度
と
の
関

係
性
や
石
灰
窒
素
の
効
果
的
な
使
用
方
法
等
に
関
す

る
質
問
が
上
が
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
定
期
的
に
生
産
者
へ

の
研
修
会
を
開
催
し
て
、
レ
ン
コ
ン
産
地
の
更
な
る

発
展
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

左上：開会式
右上：九州大学大学院
　　　尾崎教授による講演
右下：（左から順に）
　　　①石灰窒素併用型肥料、
　　　輸出等の長期輸送に適
　　　した鮮度保持フィルム
　　　（②個包装、③発泡箱） ① ② ③
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農 作 業 に お け る 事 故 や 農 業 機 械 の 盗 難 に 気 を 付 け ま し ょ う

内
か
ん
し
ょ
農
家
等
を
支
援
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
事
業
の
概
要

①
荒
廃
農
地
等
を
活
用
し
た
農
地
確

保
の
取
り
組
み
に
対
す
る
補
助

　

荒
廃
農
地
等
を
再
生
し
て
か
ん
し
ょ

を
栽
培
す
る
農
家
、
農
業
者
団
体
に
対

し
、農
地
再
生
（
礫
等
の
障
害
物
除
去・

樹
木
の
伐
根
作
業
・
整
地
・
土
壌
改
良

等
）
に
係
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

②
規
模
拡
大
の
た
め
の
農
地
貸
付
協

力
金

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン

ク
）
を
通
じ
て
、
規
模
拡
大
意
向
の
あ

る
か
ん
し
ょ
農
家
又
は
新
規
栽
培
希

望
者
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
地
権
者

に
対
し
て
、
協
力
金
を
交
付
し
ま
す
。

③
栽
培
法
の
指
導

　

初
め
て
か
ん
し
ょ
栽
培
に
取
り
組

む
場
合
は
、
土
壌
診
断
に
よ
る
土
づ

く
り
等
、
栽
培
管
理
に
つ
い
て
普
及

セ
ン
タ
ー
が
指
導
を
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

補
助
要
件
な
ど

事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
茨
城

県
県
南
農
林
事

務
所　

企
画
調

整
課
（
〇
二
九
ー

八
二
二
ー
七
〇

八
三
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
種
類
や
生
態

　

果
樹
を
加
害
す
る
カ
メ
ム
シ
類
は
、

チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ（
写
真
１
）、

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
（
写
真
２
）
や
ツ

ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
で
す
。
四
～
五
月

頃
に
越
冬
場
所
か
ら
離
脱
す
る
と
、

春
か
ら
夏
は
サ
ク
ラ
や
ク
ワ
、
キ
リ

等
、
秋
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
餌
と
な

る
植
物
を
次
々
に
移
動
し
ま
す
。
八

～
九
月
頃
に
な
る
と
産
卵
し
て
世
代

交
代
し
、
一
〇
月
頃
に
は
越
冬
場
所

に
移
動
し
ま
す
。
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ

メ
ム
シ
は
山
林
の
落
葉
の
下
、
ク
サ

ギ
カ
メ
ム
シ
は
家
屋
の
隙
間
や
樹
皮

の
下
、
ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
は
樹
冠

内
等
で
越
冬
し
ま
す
。

　
●
防
除
対
策

　

カ
メ
ム
シ
は
餌
場
を
見
つ
け
る
と

集
合
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
放
出
し
て
、
他

の
カ
メ
ム
シ
を
呼
び
寄
せ
る
性
質
が

あ
り
ま
す
。
園
内
で
カ
メ
ム
シ
を
見

つ
け
た
場
合
は
直
ち
に
登
録
薬
剤
を

散
布
し
、
他
の
カ
メ
ム
シ
が
集
ま
る

の
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
な
お

薬
剤
散
布
は
、
カ
メ
ム
シ
の
活
動
が

鈍
い
早
朝
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

薬
剤
防
除
以
外
で
は
、
多
目
的
防

災
網
（
六
㎜
目
ま
た
は
九
㎜
ク
ロ
ス

目
以
下
）
で
ほ
場
全
体
を
覆
う
こ
と

や
、
果
実
の
袋
が
け
も
有
効
で
す
。

トピックス

営 農

果
樹
カ
メ
ム
シ
類
の

生
態
と
防
除

○
イ
ネ
ば
か
苗
病
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
毎
年
、種
子
更
新
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
種
子
消
毒
に
は
モ
ミ
ガ
ー
ド
Ｃ
・

Ｄ
Ｆ
や
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル

な
ど
の
効
果
の
高
い
薬
剤
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

○
苗
箱
や
本
田
で
発
生
し
た
株
は
、

す
ぐ
に
抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
抜
き

取
っ
た
株
は
焼
却
ま
た
は
土
中
に
埋

め
ま
し
ょ
う
。

○
籾
や
わ
ら
、
米
ぬ
か
等
が
翌
年
の

感
染
源
と
な
る
た
め
、
作
業
場
を
清

掃
し
、
苗
箱
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
、
必
ず

ラ
ベ
ル
を
見
て
、
対
象
作
物
、
希
釈

倍
数
や
使
用
量
、
使
用
時
期
、
使
用

回
数
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

育苗中の徒長苗
（写真1）

　

最
近
、
県
内
に
お
い
て
イ
ネ
ば
か

苗
病
の
発
生
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

本
病
は
発
生
後
の
防
除
が
で
き
な
い

た
め
、
種
子
消
毒
等
に
よ
る
適
切
な

防
除
を
行
わ
な
い
と
、
周
囲
に
ま
ん

延
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
発
生
株

は
成
熟
せ
ず
枯
死
す
る
た
め
、
米
の

収
量
が
減
少
し
ま
す
。

　

育
苗
時
に
保

菌
種
子
が
混
入

し
て
い
る
と
、
浸

種

↓

催
芽

↓

出

芽
時
に
菌
が
放

出
さ
れ
、
健
全
種

子
に
伝
染
し
て

発
生
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

主
な
病
徴
は
、

育
苗
期
に
葉
や

葉
鞘
が
伸
び
て

徒
長
し
、
色
が
淡

く
な
り
ま
す
（
写

真
１
）。
本
田
に

移
植
後
も
葉
鞘

や
節
間
が
徒
長

し
、
黄
化
し
ま

す
。
株
元
に
多
量

の
胞
子
を
形
成

し
、
胞
子
は
風
に

乗
っ
て
飛
散
し
て

開
花
期
の
穂
に

付
着
し
、
種
も
み

が
感
染
し
ま
す
。

　

近
年
、
干
し
芋
や
焼
き
芋
の
人
気

が
国
内
外
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
茨
城
県
で
は
、
か
ん
し
ょ
（
サ

ツ
マ
イ
モ
）
の
生
産
拡
大
を
進
め
る

た
め
、
規
模
拡
大
の
意
向
が
あ
る
県

トピックス

営 農

イ
ネ
ば
か
苗
病
の
撲
滅

に
ご
協
力
願
い
ま
す

トピックス

営 農

【
茨
城
か
ん
し
ょ
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
産
地
拡
大
事

業
】の
お
知
ら
せ
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農 薬 は 正 し く 使 い ま し ょ う

●
病
害
虫
発
生
予
報
よ
り

　

茨
城
県
病
害
虫
防
除
所
で
は
毎
年
、

チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
の
越
冬
数

や
予
察
灯
誘
殺
数
（
四
～
一
〇
月
）
を

調
査
し
て
お
り
、
本
年
は
、
越
冬
成

虫
数
・
越
冬
地
点
率
と
も
に
多
い
年

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に

越
冬
世
代
成
虫
の
飛
来
時
期
（
四
～

七
月
）
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

花
き
生
産
供
給
力
強
化
事
業
検
討

委
員
会
（
事
務
局
：
日
本
花
き
生
産

協
会
）
が
主
体
と
な
り
、
土
浦
市
お

よ
び
か
す
み
が
う
ら
市
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
ほ
場
に
お
い
て
、
令
和
元
年

度
に
Ｅ
Ｏ
Ｄ
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
証
を

行
い
ま
し
た
。
Ｅ
Ｏ
Ｄ
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
は
、
時
間
帯
ご
と
に
温
度
を
変
え

る
シ
ス
テ
ム
（
多
段
式
サ
ー
モ
ス
タ
ッ

ト
）
を
活
用
し
、
日
没
後
（end　

of　

day

：EO
D

）
数
時
間
温
度
を
上
げ

て
管
理
す
る（
模
式
図
参
照
）こ
と
で
、

採
花
本
数
や
切
花
品
質
の
確
保
と
使

用
燃
料
の
削
減
を
図
る
技
術
で
す
。

　

実
証
区
で
は
、
採
花
本
数
は
慣
行

区
よ
り
上
回
り
ま
し
た
が
、
切
花
重

で
は
慣
行
区
よ
り
劣
り
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
不
足
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
使
用

燃
料
の
削
減
効
果
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

輸
入
が
半
数
近
く
を
占
め
る
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
国
内
産
地

が
連
携
し
て
安
定
生
産
を
実
現
さ
せ

る
こ
の
様
な
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。

　

今
後
は
、
温
度
だ
け
で
な
く
、
肥

培
管
理
や
炭
酸
ガ
ス
、
湿
度
な
ど
、

栽
培
環
境
を
取
り
巻
く
多
く
の
要
因

を
統
合
し
て
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
定
生
産
が
で
き
る
よ
う
な
技

術
の
組
み
立
て
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

トピックス

営 農 写真1
チャバネア
オカメムシ
（成虫）

写真2
クサギカメ
ムシ（成虫）

図　ＥＯＤヒーティング実証
　　ほの温度設定

ま
ち
か
ら
む
ら
か
ら

土
浦
市

土
浦
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
を
販
売
、
ま

ち
の
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
る
！

　

土
浦
市
で
は
市
の
魅
力
発
信
、
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
的
に
「
土
浦
ブ

ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
開
催
さ
れ
た
イ
オ
ン
モ
ー

ル
土
浦
、
都
内
で
の
土
浦
ブ
ラ
ン
ド

認
定
品
販
売
会
は
大
変
好
評
を
博
し
、

「
図
書
館
フ
ェ
ス
」
に
合
わ
せ
一
〇
月

に
駅
前
で
行
わ
れ
た
販
売
会
で
は
市

民
か
ら
「
ど
の
商
品
に
も
土
浦
の
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
る
」
と
高
い
評
価

を
頂
き
ま
し
た
。

　

認
定
品
は
、
土
浦
ブ
ラ
ン
ド
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
の
あ
る
各
店
舗
で
、

ま
た
一
部
は
き
ら
ら
館
や
、
土
浦
市

小
岩
田
西
に
オ
ー
プ
ン
し
た
サ
ン
フ

レ
ッ
シ
ュ
土
浦
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
土
浦
市
で
は
さ
ら
に
土

浦
の
魅
力
的
な
食
材
を
使
っ
た
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
、

ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
認
定
品
、
メ
ニ
ュ
ー
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
土
浦
市
役
所
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

か
す
み
が
う
ら
市

市
内
で
果
樹
農
家
を
目
指
す
研
修
生

及
び
受
け
入
れ
農
家
を
募
集
し
て
い

ま
す
！
【
第
三
者
継
承
促
進
事
業
】

　

か
す
み
が
う
ら
市
で
は
、
市
内
で

果
樹
農
家
を
目
指
す
研
修
生
及
び
研

修
受
け
入
れ
農
家
ヘ
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
昨
年
度
に
本
事
業
に
よ
る

研
修
を
修
了
し
た
一
名
の
方
が
、
市

内
で
独
立
就
農
を
目
指
し
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
果

樹
類
の
農
業
研
修
（
無
料
：
条
件
あ

り
）を
希
望
す
る
方（
二
名
程
度
／
年
）

及
び
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
市
内
の

果
樹
栽
培
を
主
業
と
す
る
専
業
農
家

の
方（
月
額
五
万
円
の
助
成
金
の
交
付：

条
件
あ
り
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
か
す
み
が
う
ら
市
農

林
水
産
課
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
い
た
だ
く

か
、
か
す
み
が
う
ら
市
農
業
再
生
協

議
会
（
農
林
水
産
課
内
、
〇
二
九
ー

八
九
七
ー
一
一
一
一
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石
岡
市

新
た
な
研
修
コ
ー
ス
を
開
設

　

朝
日
里
山
フ
ァ
ー
ム
は
、
今
年
度

新
た
に
果
樹
・
施
設
園
芸
コ
ー
ス
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

当
コ
ー
ス
で
は
、
果
樹
や
施
設
園

芸
農
家
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

生
産
農
家
の
増
加
を
目
指
す
た
め
、

五
年
後
に
三
組
（
名
）
の
新
規
就
農

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
既
に
一
名
の
研
修
生
が
辻

い
ち
ご
部
会
の
農
家
の
指
導
・
支
援

を
受
け
な
が
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
の
研
修

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、従
来
の
有
機
農
業
研
修
コ
ー

ス
で
一
組
、
ま
た
Ｊ
Ａ
や
さ
と
ゆ
め

フ
ァ
ー
ム
で
も
一
組
の
四
名
が
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

石
岡
市
の
新
規
研
修
生
五
名
は
、

地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
安
定
生

産
へ
～
Ｅ
Ｏ
Ｄ
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
技
術
に
つ
い
て
～

※
写
真
出
典
：
茨
城
県
病
害
虫
防
除
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
病
害
虫
資
料
室
」

6

11

16

21

17時 19時 21時 23時 1時 3時

EODヒーティング実証ほ

の温度設定（模式図）

EOD区 慣行区



土浦普及センターだより

就 農 相 談 は 普 及 セ ン タ ー ま で

◆
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

今
年
度
、
以
下
の
皆
さ
ん
が
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
高
橋
　
美
和 

氏

　
　
　
　
　
　

　
　
酒
井
　
優
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　 

久
松
　
永
幸 

氏
　

　
　
　
　
　
　
　（
果
　
樹
）

　

高
品
質
な
ブ
ド
ウ
、

ナ
シ
、
ク
リ
の
生
産

に
努
め
、
直
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農

業
後
継
者
の
仲
間
と

農
産
物
Ｐ
Ｒ
を
行
う
等
、
地
域
農
業
の
活
性

化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
野
村
　
直
美 
氏
　

　
　
　
　
　
　
　（
養
鶏
（
卵
））

　

こ
だ
わ
り
の
平
飼

い
た
ま
ご
の
生
産

と
、
多
様
な
販
売
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

飼
育
と
あ
わ
せ
、
直

美
氏
は
カ
ス
テ
ラ
等
加
工
部
門
を
担
当
し
て

養
鶏
経
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

か
す
み
が
う
ら
市

石
岡
市

　

今
年
度
、
新
た
に
次
の
皆
さ
ん
が
農
業
三

士
と
し
て
茨
城
県
知
事
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

か
す
み
が
う
ら
市

石
岡
市

　茨城県では農業の技術向上や経営発展に
意欲のある方、農業を始めて間もない方、
将来就農を目指す方など幅広い方を対象
に，総合的な学びの場を提供する「いばら
き農業アカデミーを開設しています。講座
内容などの詳しい情報はホームページなど
をご参照ください。

　県立農業大学校では、高校等の卒業者（若しくは見込
者）、農業大学校卒業者、短期大学等の卒業者（若しく
は見込者）を対象に学生を募集しております。

令和３年度茨城県立農業大学校
入学生募集のお知らせ

いばらき農業アカデミーのご案内

いばらき農業アカデミー事務局（農業総合センター内）
TEL 0299-45-8321　FAX 0299-45-8350

茨城県立農業大学校
TEL 029-292-0010　FAX 029-292-0903

問い合わせ先 問い合わせ先

区　　分 学科名 募集人員

学　　科

農学科 ４０名

畜産学科 １０名

園芸学科 ３０名

研　　究　　科 １０名

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
し
ま
す

青
年
農
業
士

女
性
農
業
士

ホームページ Facebook

女
性
農
業
士

青
年
農
業
士

　茨城県では、優れた経営感覚を持ち、地
域農業の振興をすすめる農業者を農業経営
士に、農業経営と農村生活の向上に意欲的
に取り組む女性農業者を女性農業士に、ま
た、将来の地域農業の担い手となる農業青
年を青年農業士にそれぞれ認定させていた
だき、地域農業の振興・発展のため様々な
場面でご活躍いただいています。農業三士
とは農業経営士・女性農業士・青年農業士
の総称です。


